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1.背 景とねらい

県内各地で,定 植 1年目の株や2年目の株が生育初期に根や株が腐敗
し萎ちょう枯死する障害が問題になっている。根の症

状から穏色根腐れ痛と推定される力ヽ 他の要因も関係しているも
のと考え検討中である。防除対策の確立が強く要望されてい

るので,耕 穫的対策と薬知対策について検討したところ,一 応の成果が得られた
ので指導上の参考に供すっ。

2.技 術の内容

(1)移 橘床は必ずクロルピクリン20～302/10aあ るいはダゾメット粉社m20～ 30kg/10aで
上壌滴毒する。

(2)揺 変根がある苗や小苗はもちいない。

(3)苗 は根の上を洗い持とした後,キ ャプタン水和期嫌 校に303問 浸漬する。

(4)春 植えとしポリマルチ栽培を行う。

(5)適 応地域  県 下全域

3.指 導上の留意点

(1)ほ 別技術では防除が不十分であるので,総 合的な対策を実施する。

(2)育 苗に使用する原土は消毒したものを用いる。移植床は新規日場を原則とするがやむをえず連作をする場合は2年を眼

度とする。

(3)苗 の根の常変程度が軽微であってもしだいに萎ちょう枯死するので,根 の上をよく落とし検査して使用する。

(4)キ ャプタン水和れの苗消毒は生育も促進されるので必ず実施する。

(5)定 植は新擬日場とする。

(6)春 楢えの場合冷蔵庫を用い定植期までOt前 後で貯蔵し・定植前に首を及水で水洗いして腐敗した素をとり,そ の後に

消毒する。また施屈は春に行うとともに,定 植時期は違れないようにする。

マルチは十分程水後被寝し,す ぐ穴あけを実施する。その後も活者まで種水を行う。

(7)秋 植えの場合でも総合的対策を実焼すると防険効果が高まり栽培が可能である。

マルチの時期は根が落ちついた根雪前の被覆とし,穴 あけは融督直後に実施する。

(8)生 育が良好な株は根部に発病がみられても,被 告が軽いので遇湿,過 乾を達け,連 正な有機物施用や深耕などによって

りんどうの根の活性をはかる。

(9)系 統間差異も認められるため比較的弱いと思われる系統を導入する場合特に総合的対策が必要である。

4.参 考資料

(1)長 野県南信農業試験場   り んどう縄色根腐れ病総合防除法の確立  昭 和 54～ 58

(2)鳥 取県野菜試験場痛虫科  り んどう褐色根届れ病に関する試験    昭 和 51～ 53

5。 試験成績

表 1   定 栖時期と首消毒効果
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2 太 根の主取の1/3以 下に発生
3 太 根の ″  1/3～ 2/3に発生
4  ″   ″  2/3以 上に発生
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表2 耕 極的対策技術と根腐れ・株腐れ症発生割合
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注)1)品 種 ジ ョバンニ (2年 株)、秋値暁期マルチ区以降は大苗利用
2)各 区とも定拒前にキャプタン200倍30分浸演で首硝とをした。
3)定 ほ時期 秋 値 60年H月 11日  春 植 61年6月 2日

春植区は秋のうちに耕連施肥後マルチ搾覆を行ない春定植を実施 した。
4)マ ルチ被榎時期 早 期 60年H月 11日  晩 期 60年11月22日

5)障 害株は妻ちょう、黄化、生育不良を含む。

6)X大 部分は病害ではなく活者不良が原因である。
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3 太 根の ″  1/3～ 2/3に 発生

4  ″   ″  2/3以 上に発生
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